
〈
書
評
Ｖ

国
語
教
育
の
現
状
の
一
断
面

白
瀬
浩
司
氏
『
〈
読
み
〉

の
た
ち
あ
が
る
場
を
め
ざ
し
て
』
を
め
ぐ
っ
て日カ

藤
　
　
昌
　
　
孝

は
じ
め
に

　
高
校
の
国
語
教
育
の
現
場
に
は
、
今
二
つ
の
く
切
り
捨
て
Ｖ
状
況
が
あ
る
。

一
つ
は
受
験
を
唯
一
自
己
目
的
化
し
た
学
校
に
み
ら
れ
る
も
の
、
も
う
一
つ
は

教
育
困
難
校
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
国
語
の
授
業
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
中
で
「
国
語
１
」
の
み
が
設
定
さ
れ
、
高
校
に
お
け
る
国
語
教
育
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

高
校
一
年
生
で
く
終
息
Ｖ
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
行
「
指
導
要

領
」
の
、
国
語
１
の
み
を
「
す
べ
て
の
生
徒
に
履
修
さ
せ
る
も
の
」
に
依
拠
し

　
　
　
　
　
　

た
措
置
で
あ
る
。
法
的
に
は
認
め
ら
れ
て
い
る
く
切
り
捨
て
Ｖ
で
は
あ
る
が
、

一
方
、
子
ど
も
の
「
最
善
の
利
益
」
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
や
学
校

や
教
師
は
、
こ
れ
で
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
受
験
を
自

己
目
的
化
し
た
学
校
や
教
育
困
難
校
の
国
語
〈
切
り
捨
て
〉
状
況
に
比
し
て
、

　
　
　
　
　
国
語
教
育
の
現
状
の
一
断
面

そ
れ
で
は
普
通
校
の
国
語
教
育
は
ど
の
よ
う
な
現
状
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
読
む
・
書
く
・
話
す
・
聞
く
」
が
国
語
科
の
基
本
的
な
指
導
領
域
で
あ
る

こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
が
、
普
通
校
で
も
、
〈
読
ま
な
い
Ｖ
〈
書
か
な

い
Ｖ
子
ど
も
や
生
徒
が
教
室
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
〈
皮
相
な

お
し
ゃ
べ
り
Ｖ
が
氾
濫
し
心
を
閉
塞
し
た
生
徒
を
前
に
し
て
、
教
師
は
悪
戦
苦

闘
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
授
業
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
る
の
が
日
常
的
風
景
で
あ
る
。

　
最
近
、
国
語
教
育
の
実
践
的
研
究
の
書
物
を
二
つ
手
に
し
た
。
白
瀬
浩
司
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

の
も
の
と
児
玉
忠
氏
の
も
の
で
あ
る
。
白
瀬
氏
は
「
読
み
」
に
、
児
玉
氏
は

「
表
現
」
に
と
指
導
の
力
点
の
方
向
性
は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
綿
密
な
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
国
語
教
育
の
現
状
の
一
断
面

過
程
に
基
づ
き
な
が
ら
、
今
日
的
な
生
徒
の
内
実
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
生
徒

の
多
様
な
「
読
み
」
や
豊
か
な
「
表
現
」
を
引
き
出
す
と
い
う
精
力
的
な
取
り

組
み
で
あ
る
。
「
自
己
」
と
「
他
者
」
の
相
対
化
を
構
想
す
る
実
践
で
あ
る
。

白
瀬
氏
は
「
小
説
」
、
児
玉
氏
は
「
短
詩
型
文
学
」
と
、
教
室
で
扱
っ
た
教
材

に
は
違
い
が
あ
る
。
が
、
い
ず
れ
も
、
生
徒
の
「
全
仁
や
「
意
見
」
、
生
徒
の

書
い
た
作
品
を
教
材
化
し
交
流
し
合
う
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
交

流
を
通
し
て
生
徒
の
閉
塞
し
た
心
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
児
玉
氏
は
そ
の
目

的
に
つ
い
て
「
そ
れ
ぞ
れ
（
生
徒
）
の
表
現
を
読
み
あ
っ
て
《
他
者
が
固
有
の

存
在
者
》
で
あ
る
こ
と
を
互
い
に
認
め
あ
う
」
と
記
し
て
い
る
。
表
現
の
授
業

を
通
じ
て
、
今
日
弧
立
化
し
閉
塞
状
況
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
生
徒
を
励
ま

し
、
教
室
を
他
者
理
解
の
場
と
し
て
創
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
生

徒
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
「
文
集
」
を
「
食
い
入
る
よ
う
に
読
み
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
の
文
章
に
感
心
し
た
り
、
驚
い
た
り
」
の
反
応
を
示
す
生
徒
か
ら
、
他
者
を

理
解
し
自
己
を
見
つ
め
よ
う
と
す
る
姿
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く

と
も
〈
読
ま
な
い
〉
〈
書
か
な
い
〉
生
徒
の
姿
は
見
い
出
せ
な
い
。

一
一

　
「
読
み
」
か
ら
「
表
現
」
へ
と
い
う
構
想
を
抱
い
て
展
開
さ
れ
た
の
が
白
瀬

氏
の
実
践
で
あ
る
。
教
科
書
教
材
と
と
も
に
「
投
げ
込
み
」
教
材
を
配
し
な
が

ら
の
実
践
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
白
瀬
氏
は
教
室
の
「
読
み
」
の
行
為
を
、
「
生
徒
た
ち
が
作
晶
を
読
み
、
自

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

身
の
読
み
を
表
明
（
表
現
）
す
る
過
程
、
さ
ら
に
は
生
徒
同
士
の
読
み
や
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
そ
れ
と
が
せ
め
ぎ
合
い
っ
っ
作
品
の
主
題
を
紡
ぎ
出
し
て
い
く
過
程
を
含
め

た
意
味
」
と
す
る
。
そ
し
て
「
国
語
教
室
は
そ
の
一
つ
一
つ
の
過
程
を
保
障
し

て
い
く
こ
と
の
場
で
あ
り
た
い
」
と
願
う
。
こ
こ
に
、
白
瀬
氏
の
授
業
実
践
に

対
す
る
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
が
あ
る
。

　
日
本
文
学
協
会
・
国
語
教
育
部
会
の
先
輩
諸
氏
が
提
起
す
る
新
し
い
教
材
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
る
〈
多
様
な
読
み
〉
の
実
践
に
導
か
れ
な
が
ら
、
氏
も
ま
た
新
し
い
教
材
を

教
室
に
持
ち
込
み
実
践
を
展
開
す
る
。

　
氏
の
著
書
の
中
心
を
な
す
も
の
は
、
新
し
い
教
材
（
自
主
教
材
）
を
用
い
て

の
実
践
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
「
第
四
章
《
山
田
詠
美
〉
を
教
室
へ
」
「
第
五
章

作
品
の
読
解
か
ら
表
現
へ
」
「
第
六
章
　
私
の
指
標
」
で
あ
る
。

　
ｍ
一
時
問
一
枚
の
プ
リ
ン
ト
で
授
業

　
氏
の
「
第
四
章
」
・
「
第
五
章
」
・
「
第
六
章
」
の
実
践
は
現
尤
乍
家
の
小
説
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

自
主
教
材
化
し
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
氏
が
自
主
教
材
と
し
て
用
い

た
作
晶
は
、
第
四
章
山
田
詠
美
『
風
葬
の
教
室
』
・
『
蝉
』
、
第
五
章
鎌
田
敏
夫

『
会
い
た
い
』
、
第
六
章
清
水
義
範
『
ト
ン
ネ
ル
』
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
授
業
で
読
む
場
合
、
氏
は
、
作
品
を
原
則
と
し
て
一
時
間

一
枚
（
Ｂ
４
）
の
プ
リ
ン
ト
に
し
て
教
室
に
持
ち
込
む
。
『
風
葬
の
教
室
』
で

は
十
二
枚
、
『
会
い
た
い
』
は
十
枚
、
『
ト
ン
ネ
ル
』
は
九
枚
で
あ
る
。
煩
填
な



事
務
や
各
種
の
会
議
で
多
忙
を
極
め
る
現
場
の
日
常
に
あ
っ
て
、
ワ
ー
プ
ロ
を

打
ち
、
プ
リ
ン
ト
教
材
を
作
り
、
教
材
分
析
を
す
る
作
業
は
並
大
抵
の
努
力
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

は
で
き
な
い
。
「
検
定
教
科
書
」
と
「
指
導
書
」
を
絶
対
化
し
神
聖
化
し
て
、

多
忙
な
日
常
に
流
さ
れ
授
業
展
開
し
て
い
る
教
師
の
多
い
中
で
希
有
な
存
在
で

あ
り
貴
重
な
実
践
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
氏
の
こ
の
仕
掛
け
と
努
力
は
結
実
す

る
。　

生
徒
は
、
Ｑ
「
…
…
プ
リ
ン
ト
を
配
ら
れ
て
読
む
た
び
に
、
は
や
く
次
の
プ

リ
ン
ト
を
読
み
た
い
と
田
；
た
－
…
」
、
　
「
ほ
く
は
小
さ
い
字
が
き
ら
い
な

の
で
小
説
な
ど
読
ま
な
い
が
、
授
業
で
や
っ
た
み
た
い
に
少
し
ず
っ
読
む
と
ど

ん
ど
ん
先
が
読
み
た
く
な
る
も
の
だ
。
小
説
と
か
絵
が
な
い
も
の
で
も
お
も
ろ

い
も
ん
や
と
思
い
ま
し
た
。
」
、
　
「
一
枚
目
を
読
む
と
す
ぐ
に
二
枚
目
を
読
み

た
く
な
り
、
…
…
続
き
は
今
度
の
時
問
と
い
う
時
な
ど
は
、
気
に
な
っ
て
気
に

な
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
の
反
面
、
次
の
国
語
の
授
業
が
楽
し
み
に

な
る
の
で
…
…
」
（
傍
線
は
筆
者
）
と
い
う
反
応
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
　

の
「
小
さ
い
字
が
き
ら
い
な
の
で
小
説
な
ど
く
読
ま
な
い
Ｖ
」
生
徒
が
「
ど
ん

ど
ん
先
が
読
み
た
く
な
る
」
と
し
、
　
の
生
徒
は
「
次
の
国
語
の
授
業
が
楽
し

み
に
な
る
」
と
歓
迎
の
意
を
表
明
し
て
い
る
。
氏
の
授
業
実
践
に
対
す
る
こ
の

生
徒
の
評
価
は
注
目
に
値
す
る
。

　
授
業
の
最
後
に
「
自
分
の
実
感
や
体
験
に
基
づ
く
現
実
認
識
の
中
で
作
晶
と

出
会
い
、
そ
の
虚
構
世
界
を
く
ぐ
り
抜
け
」
た
生
徒
の
本
音
が
語
ら
れ
出
す
。

　
　
　
　
　
国
語
教
育
の
現
状
の
一
断
面

　
氏
は
、
生
徒
の
「
誤
読
」
を
認
め
、
生
徒
の
「
多
様
な
読
み
」
を
激
励
す
る
。

紙
数
の
都
合
で
生
徒
の
「
読
み
取
っ
た
（
表
現
し
た
）
」
作
品
を
紹
介
で
き
な

い
の
が
残
念
で
あ
る
。

　
な
お
、
生
徒
の
「
読
み
た
い
」
「
次
の
国
語
の
授
業
が
楽
し
み
」
と
す
る

「
一
時
間
一
枚
プ
リ
ン
ト
」
で
展
開
し
た
氏
の
授
業
方
法
は
、
「
一
読
総
合
法
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

で
授
業
実
践
す
る
児
童
言
語
研
究
会
が
重
要
視
す
る
「
順
次
性
」
に
着
目
し
、

発
展
し
た
も
の
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
似
「
読
み
」
か
ら
「
創
作
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
第
五
章
『
会
い
た
い
』
の
授
業
後
、
氏
は
、
感
想
文
で
は
な
く
生
徒
に
「
創

作
」
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
第
二
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
か
つ
お
き
ん

や
の
『
鈴
』
、
芥
川
龍
之
介
の
『
羅
生
門
』
の
「
続
編
を
書
く
」
の
授
業
実
践

の
延
長
線
上
の
実
践
と
考
え
ら
れ
る
が
、
生
徒
に
「
歌
物
語
」
を
書
い
て
も
ら

う
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
「
歌
物
語
」
の
創
作
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、

『
伊
勢
物
語
』
や
『
万
葉
集
』
の
「
歌
と
詞
書
」
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
、
現

代
の
「
歌
物
語
」
創
作
を
仕
組
む
。
そ
し
て
生
徒
に
「
自
分
の
好
き
な
歌
を
一

曲
」
選
ば
せ
、
そ
の
「
歌
詞
を
コ
ピ
ー
ま
た
は
書
き
写
し
て
く
る
こ
と
」
や
自

分
で
「
題
名
」
を
決
め
る
こ
と
」
を
課
題
と
し
、
字
数
も
「
七
百
字
以
上
千
二

百
字
以
内
」
に
設
定
す
る
。
一
方
、
生
徒
の
手
に
く
現
代
の
「
歌
物
語
」
を
書

く
！
　
構
想
メ
モ
Ｖ
を
渡
す
。
そ
の
内
容
は
、
¢
選
ん
だ
歌
／
　
歌
手
／
　
作

詞
者
・
作
曲
者
・
編
曲
者
／
＠
歌
詞
（
コ
ピ
ー
を
張
り
付
け
る
か
、
書
き
写
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
国
語
教
育
の
現
状
の
一
断
面

こ
と
）
／
　
登
場
人
物
（
だ
れ
が
、
だ
れ
と
）
／
＠
場
面
（
い
っ
、
ど
こ
で
）
／

の
事
件
（
何
を
し
て
、
何
が
起
き
て
）
／
＠
結
末
（
ど
う
な
っ
た
）
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
仕
組
ま
れ
た
「
指
導
過
程
」
に
乗
せ
ら
れ
、
生
徒
は
こ
れ
ま
で
の

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

「
専
ら
受
信
者
と
し
て
の
享
受
」
主
体
か
ら
「
発
信
し
て
い
く
」
主
体
に
変
化

す
る
。
い
わ
ば
く
書
か
な
い
Ｖ
生
徒
が
、
虚
構
と
い
う
手
段
を
得
る
こ
と
で
、

〈
書
き
〉
出
し
た
の
で
あ
る
。
生
徒
の
若
い
感
性
、
豊
か
な
想
像
力
が
生
み
出

し
た
作
品
も
本
著
に
幾
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
教
育
現
場
の
「
多
忙
さ
」
を

日
常
的
に
実
感
し
て
い
る
一
人
と
し
て
、
生
徒
の
初
発
感
想
を
次
の
授
業
ま
で

に
プ
リ
ン
ト
し
て
、
教
室
に
持
ち
込
む
氏
の
情
熱
に
も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

三
　
ま
と
め

　
児
玉
氏
と
白
瀬
氏
の
実
践
は
、
今
日
成
立
し
に
く
い
と
さ
れ
る
国
語
教
育
の

授
業
も
、
必
要
な
手
立
て
（
教
材
研
究
・
授
業
計
画
・
授
業
過
程
）
が
と
ら
れ

さ
え
す
れ
ば
見
事
に
成
立
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
と
い
え
る
（
両
者
の
実

践
の
背
景
に
あ
る
新
教
材
発
掘
の
た
め
の
日
常
的
な
努
力
を
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
）
。
そ
の
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
。

　
今
、
全
国
的
に
生
徒
の
現
実
認
識
・
問
題
意
識
に
働
き
か
け
、
魂
を
揺
さ
振

る
教
材
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
の
そ
れ
に
対
応
で
き
る
新
し
い

教
材
発
掘
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
近
現
代
の
文
学
研
究
者
か
ら
の
支
援
は
現
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
教
師
を
励
ま
し
て
い
る
。
ま
た
現
場
か
ら
生
徒
の
〈
読
み
の
多
様
性
〉
を
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
　
＠

ま
す
授
業
や
地
域
社
会
で
働
く
人
々
の
「
聞
き
書
き
」
を
中
心
に
し
た
表
現
指

　
　
　
　
　
　
　
　
◎

導
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
に
記
し
た
国
語
教
育
の
二
つ
の
く
切
り
捨
て
Ｖ
状
況
を
ど
う

克
服
し
て
い
く
の
か
、
学
ぶ
機
会
さ
え
奪
わ
れ
た
生
徒
の
学
習
権
を
ど
う
保
障

し
て
い
く
の
か
。
現
代
文
さ
え
〈
読
ま
な
い
〉
〈
書
か
な
い
Ｖ
生
徒
に
、
言
語

抵
抗
の
あ
る
「
古
典
」
、
「
外
国
語
」
視
す
る
「
古
典
」
の
教
育
を
ど
う
教
室
で

展
開
す
る
の
か
。
そ
の
た
め
の
教
材
の
精
選
と
配
置
は
？
　
そ
の
指
導
過
程

は
？
　
基
本
指
導
と
し
て
の
文
法
指
導
と
文
学
の
作
品
鑑
賞
・
批
評
を
統
一
的

に
指
導
す
る
方
法
論
は
？

　
国
語
教
育
を
取
り
巻
く
現
状
は
重
く
課
題
も
多
い
。

　
　
　
（
一
九
九
七
年
五
月
、
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
刊
、
Ａ
五
版
、
二
九
八
頁
）

注
○
　
愛
知
の
工
業
高
校
で
は
、
国
語
１
の
「
現
代
文
」
の
領
域
だ
け
を
履
修
す
る
。
大

　
阪
の
私
学
で
は
理
系
の
大
学
受
験
の
生
徒
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
国
語
１
だ
け
に
な

　
っ
て
い
る
。
数
学
の
問
題
文
も
理
解
で
き
な
い
と
、
校
内
で
不
満
が
出
て
い
る
と
い

　
う
。
「
全
国
教
研
集
会
」
や
大
阪
私
学
の
「
研
究
集
会
」
に
お
け
る
席
上
口
頭
報
告

　
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
「
第
一
章
第
三
款
各
教
斗
・
科
目
の
履
修
」

＠
　
白
瀬
浩
司
氏
『
〈
読
み
》
の
た
ち
あ
が
る
場
を
め
ざ
し
て
』

＠
　
児
玉
忠
氏
『
高
等
学
校
文
章
表
現
の
授
業
』
（
一
九
九
七
年
四
月
、
渓
水
杜
）

＠
　
例
え
ば
、
深
谷
純
一
氏
「
『
風
葬
の
教
室
』
（
山
田
詠
美
）
を
教
室
で
読
む
」
（
「
日

　
本
文
学
」
第
四
二
巻
四
号
、
一
九
九
三
年
四
月
）



　
氏
の
自
主
教
材
設
定
の
留
意
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
一
八
八
頁
か
ら
一
八
九
頁
の

　
注
９
に
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
生
徒
と
と
も
に
授
業
を
創
造
し
て
い
こ
う
と

　
す
る
氏
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

¢
　
田
島
伸
夫
氏
一
『
国
語
教
育
・
中
学
の
文
学
』
一
九
七
六
年
、
あ
ゆ
み
出
版
一

ゆ
白
瀬
氏
の
こ
の
授
業
の
実
践
に
つ
い
て
は
「
同
志
社
国
文
学
　
第
四
士
二
号
　
一

　
九
九
六
年
一
月
」
に
初
出
。
そ
の
後
本
書
に
再
録
。

　
　
田
中
実
氏
『
小
説
の
力
　
　
新
し
い
作
品
論
の
た
め
に
』
ｉ
一
九
九
六
年
、
大

　
修
館
書
店
）
二
読
み
の
ア
ナ
ー
キ
ー
を
超
え
て
』
二
九
九
七
年
、
大
修
館
）
は
、

　
長
年
文
学
研
究
と
国
語
教
育
の
接
点
を
追
求
し
た
教
材
論
的
作
晶
研
究
の
成
果
を
発

　
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

＠
　
丹
藤
博
文
氏
『
教
室
の
中
の
読
者
た
ち
』
一
一
九
九
五
年
四
月
、
学
芸
図
書
一

〇
　
下
橋
邦
彦
氏
編
『
高
校
生
は
表
現
す
る
』
一
一
九
九
六
年
、
東
邦
出
版
一

一
－
一
一
一
■
１
三
一
・
・
…
－
…
１
投
稿
　
規
　
定
三
一
・
．
…
・
三
一
・
．
、
．
・
．
亨
三
．
、
一
・
．
三
．
一
－
．
．
…
、
…
．
．
三
、
．
．
…
．
三
、
．
．
三
、
、
．
…
．
．
三
．
、
．
…
．
、
…
．
．
三
．
、
．
三
．
、
…

川
　
国
文
学
会
機
関
誌
「
同
志
社
国
文
学
」
は
、
会
員
諸
氏
の
研
究
発
表
の
｝

…
場
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
進
ん
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
枚
数
は
四
百
字
詰
三
…

…
十
枚
以
内
。
第
四
十
九
号
の
締
切
は
一
九
九
八
年
九
月
末
日
、
第
五
十
号
川

川
の
締
切
は
十
二
月
十
日
厳
守
。
た
だ
し
、
掲
載
論
文
に
は
限
度
が
あ
り
ま
ｗ

…
す
の
で
、
論
文
の
採
択
は
編
集
委
員
会
に
一
任
し
て
く
だ
さ
い
。
採
否
の
川

…
問
合
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

川
；
一
一
一
一
一
．
一
一
一
＝
一
ｌ
ｌ
一
一
一
一
一
一
一
：
一
＝
一
一
一
・
＝
一
一
一
．
１
一
二
一
一
一
一
・
二
＝
一
＝
・
一
一
：
一
一
．
・
・
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
－
三
一
＝
一
－
三
一
一
言
一
・
一
一
一
一
一
一
一
・
・
一
一
一
・
１
一
一
一
一
一
一
・
三
一
一
一
一
一
・
．
．
一
一
一
一
一
．
．
：
一
一
一
一
三
一
一
…
三
一
一
一
・
．
．
：
一
…
三
一
一
一
一
・
三
一
二
・
三
一
一
一
・
．
．
：
一
…
．
．
．
一
＝
一
．
．
．
、
一
…
．
三
一
＝
、
．
．
．
一
：
、
．

国
語
教
育
の
現
状
の
一
断
面

六
一
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